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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、小売業における顧客の購買履歴データとRFIDを用いて定量的に測定した顧
客動線データを統合し、店内の移動行為と購入行為との因果関係を明らかにする消費者行動モデルを明らかにすること
である。我々は店舗実験を通して得られたデータを用いて、文字列解析技術を適用した消費者行動モデル、店舗内行動
の時系列モデルなど、様々な理論モデルを提示した。我々は多様な理論モデルの研究成果に依拠し、顧客動線研究に関
する総括的枠組みを提示した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to provide a model of consumer behavior which 
presents the relationship between consumer's in-store movement and purchasing behavior. We integrate 
customer's purchase history data with shopping path data which is consumer's in-store movement data in a 
retailer and then present various theoretical models such as customer's behavior model based on a string 
analysis, a time-series model of customer's movement and so on. Actually we implemented some marketing 
promotions in the real retailer based on our findings and achieved good sales performance. In conclusion 
we present a comprehensive framework of shopping path research based on these findings. We show 
significant implications for retail business and some theoretical contributions in marketing.

研究分野：社会科学

キーワード： 経営学　経営情報　データマイニング
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１．研究開始当初の背景 
従来 MIT の J.D.Little（Guadagni and 
Little 1983）らを中心に顧客の購買履歴デ
ータを用いた定量的な購買行動モデルが提
案されてきたが購買履歴データは購買結果
が記録されているだけでその購入プロセス
を明らかにすることはできなかった。近年の
競争環境の下、消費者の購入プロセスの理解
が不可欠になり、RFID を用いて顧客の店内移
動、購買行動を追跡し、販売データと統合し
て、モデル化する顧客動線研究が消費者の購
入プロセスを明らかにする重要なアプロー
チの一つとして、学会、研究者の注目を集め
ている。当該領域において、販売データなど
も考慮した総合的な顧客動線研究はペンシ
ルベニア大学の P.S.Fader（Larson et al. 
2005）らと我々の二つの研究グループしか存
在しない。その意味で我々は当該分野の先導
的な役割を担っている。我々はこれまで購買
履歴データなどの大規模データ解析に関す
る技術や枠組みの開発を行ってきたが、経済
産業省が行った「フューチャー・ストア・プ
ロジェクト」のデータ解析を通して新技術
（RFID）から生じる新しいデータが新しい研
究領域、ひいては新しい社会的価値を生み出
す可能性に接することが出来た。同時にこう
した研究は多様な大規模データを扱うこと
ができるスキルと消費者行動に関する知識
の両者が不可欠であり、我々の研究上の競争
優位性が高い分野であることがわかったた
め本提案の着想に至った。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、小売業における顧客の購
買履歴データとセンサー技術を用いて定量
的に測定した店内移動経路に関する顧客動
線データを統合することによって顧客の店
内における移動行為と購買結果の因果関係
を明らかにする消費者行動モデルを構築し、
実証実験から得られる現実の顧客データに
よってその有用性を検証することである。本
研究では上記のデータから得られた知見を
もとに新たなマーケティング施策を店舗実
験によって検証し消費者行動モデルの構築
とその科学的な検証・開発した技術の頑強性
などを検討した。同時に顧客動線調査を小売
業経営で活用するための組織・マネジメント
に関する研究も行い、顧客動線研究の総合的
な枠組みを提示した。 
 
３．研究の方法 
 本研究は RFID を用いて顧客の店内行動を
追跡し、そのデータを解析する実証研究であ
る。データ収集は図 1 の RFID タグをつけた
買い物カートを店舗に設置し顧客の店内動
線データを蓄積する。またこのデータを顧客
の購買履歴データとレジ通過時間を用いて
統合することで、いつ、だれが、どのように
店舗内を移動し、最終的に何を購入したのか
をデータとして把握することが可能になる。

我々はRFIDを用いた店舗実験を博多、横浜、
甲府、大阪で実施した。予備実験では、本提
案の核となる文字列解析技術の応用に関す
る検討を行った（矢田 2008）。最も有力な
解析手法として、当初は文字列解析技術を改
良し、顧客動線データを用いたモデル化を行
った。顧客の訪問する売り場を時系列で結合
すれば顧客の売り場訪問パターンはひとつ
の文字列として表現する事が可能である。予
備実験の結果（矢田 2008）でもその有用性
が確認されたため、まず文字列解析技術の応
用を優先して取り組んだ。また、顧客の動線
データは多次元の時系列データとして非常
にリッチな情報を含むため、様々な解析手法
の適用が可能である。例えば図 2はある顧客
の店内動線について移動方法を矢印、滞在し
た売場を○として視覚化したものだが、ネッ
トワークデータ構造として表現することが
でき、グラフマイニング手法の適用などが可
能である。こうしたその他の手法適用の可能
性については順次検討していった。過去の
我々の研究経験から、新しい解析手法を提案、
分析結果を提示するだけでは、ビジネスでの
活用は難しいことを理解している。したがっ
て、店舗実験を通して、調査実施、知見の活
用に関する実践経験を体系化することによ
って、顧客動線活用のためのマネジメントに
関する総合的な枠組みを提示することを試
みた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 RFIDタグ付きカート 

図 2 ネットワーク構造としての顧客動線 



４．研究成果 
 本研究の当該期間において、顧客動線研究
における理論的・実践的含意を得ることがで
きた。 
(1)パターン（文字列）検索によるモデル化 
計画時に最も有力な解析手法と考えてい
たパターン検索、文字列検索技術による消費
者行動のモデル化は、主要な顧客のクラスタ
リング、重要な移動パスの発見について重要
な知見を得ること（⑭⑯⑱㉓）ができた。特
に業績（⑯）は知能システムに関する著名な
学術誌に掲載され、文字列解析やパターン検
索技術を顧客動線データに適用した初めて
の研究として高い評価を得た。 
(2)店内顧客行動の時系列モデリング研究 
 購買行動の結果の時系列モデリングは
様々な研究蓄積があるが、本研究では顧客の
店内行動の時系列モデリングに関して２つ
の顕著な成果を達成することができた。 
 第一にベイジアンネットワークを用いた
購買行動に関する時系列モデリング研究で
ある（⑤⑥）。事前の移動行為と消費者自身
の過去の購買行動をもとに、ベイジアンネッ
トワークを用いて事後の購入行為に関する
予測モデルを構築し、店舗実験データを用い
てその有用性を証明した。 
 第二にエリア間移動に着目した隠れマル
コフモデルを用いた消費者行動モデリング
研究（②③⑧⑪⑮）である（図 3 を参照）。
これらの結果から過去の購買傾向や売上時
点の販売促進施策から購買がどのように影
響を受けるかが明らかになった。業績②はニ
ューラルネットワークに関する著名な学術
誌に掲載された。 

図 3 HMM による時系列モデリング 
 
(3)店舗内移動行動に関する新しいアプロー
チ 
 本研究では店舗以内移動行動に関する多
様で新しいアプローチを数多く提案した。第
一に店舗内移動方向に関する研究（⑫）であ
る。本研究では店舗内における「時計回り行
動」を定義（図 4を参照）し、様々な仮説を
検証した。例えば、「時計回り行動」する顧
客はその他の顧客と比べ、多くの買上金額を
あげることが明らかになった。また、「反時
計回り行動」をとる顧客は「時計回り行動」
する顧客と比べ、店舗内移動距離が短くなる
傾向を発見した。本研究は移動方向に関する
重要な知見を提示し、実務上の重要な含意を

提供している。 

 図 4 時計回り行動のモデリング 
 
 第二に売場での購入時間と購買に関する
因果関係を明らかにする研究（⑬）がある。
この研究では滞在時間と購買確率の関係を
モデリングしており、異なる因果関係を持つ
顧客グループが店舗内に混在していること
を明らかにした。つまり、ある顧客群は購入
時間が長くなるほど購入確率が上昇するの
に対して、ある顧客群は異なることを発見し
た。 
 第三に「顧客の潜在価値」を提示した研究
（⑳㉑㉒）がある。顧客動線データと購買履
歴データを統合し、購入潜在性のある顧客の
価値をモデル化し、販売促進などで利用する
顧客ごとの購入予測モデルを提案した。この
顧客の潜在価値モデルはWEBの領域などにも
応用され、その広がりをみせている。 
 第四にバースト検知手法を用いた混雑状
況の予測モデルに関する研究（①⑨）である。
SNS に関する研究では「炎上」という現象を
モデル化したバースト検知手法が提案され
ているが、本研究ではそれを応用し、レジの
混雑状況を予測するモデルを提案した。 
(4)経営的枠組みの提案 
 こうした RFID のような新しい ICT は様々
な経営問題に大きな影響を与えている。本研
究ではそうした影響を経営的な観点から総
括的な枠組み（⑦⑩⑲）を提示している。新
しい ICT を経営に取り組み、新しい価値を生
み出す枠組みは理論的かつ実務的に重要な
貢献をもたらすと考えられる。 
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